
国語科学習指導案 

  授業日時 2021 年 7 月 8 日（木）第 3 校時 

単元名：  授業学級 5 年 2 組 

「対話の練習-どちらを選びますか-」 
 授業会場 5 年 2 組教室 

 授 業 者   

（全 1 時間扱い中 第 1 時）  指 導 者    

 

（1）主眼（授業の手立て＆ねらい） 

ネガティブな表現をしてしまうことがある子ども達が、 

相反する意見を一つにまとめる場面で、 

相手を尊重して意見を伝えるにはどのようにすればいいかを考える活動を通じて、 

お互いに気持ちの良い言い方や態度等に気付き、意見を伝え合い、まとめることができる 

（2）展開 

 学習活動 予想される子どもの反応 「授業者の主な発問」・※留意点・【教材】 時間 

導

入 

１．ドラえも

んの「タイム

マシン」知っ

てる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．過去と未

来、それぞれ

について、タ

イムスリップ

する良さを考

えよう 

 

３．対話につ

いて考えよう 

知ってる！ 

ぼくドラえもん～♪ 

未来！だって……！ 

過去！未来は……だもん！ 

●「どっちも行きたくない！」 

 

 

 

 

 

 

対話～？ 

めんどくさ 

班になろうと動き出す子もいるかも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去は変えられるのかな！ 

未来に行ってあれが見たい！ 

戦国武将に会える！？ 

恐竜とかにも会えるのかな！ 

死にそう！ 

 

 

対話って何だろう。 

相手を想うことかな？ 

【スライド】 

「これ知ってる？」 

「そう、タイムマシン！皆はもしタイム

マシンがあったら、過去と未来どっちに

行きたい？」 

●「どうして？」 

●「なりきって考えてみよう」 

※場合によっては過去と未来どちらか

を潰して「今」の枠を作り三つ巴にする

のもありか？ 

 

「先生の授業では対話をして、過去に行

きたいか、未来に行きたいか、班で意見

を一つにまとめてほしいんだよね。」 

「そのために、まずは２つのこと考えて

いきます。」 

「１つ目は、過去と未来、それぞれにつ

いて、タイムスリップする良さを考える

こと。」 

「２つ目は、気持ちよく対話をするため

のルールや注意点について考えるこ

と。」 

 

【プリント】 

「まずは❶過去と未来、それぞれの良さ

を考えることからどうぞ。」 

 

 

 

 

 

「次に、気持ちよく対話をするためのル
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【学習問題】相手を尊重して意見を伝えるには、どのようにし

たらいいのだろう。 



わかんねー 

めんどくせー 

対話って気持ちを伝えること！話す

こと！ 

ールや注意点について考えてみよう。」 

「まずさ、対話ってどんな事なのか、こ

う言うことじゃないかなってある人い

る？」 

「先生もこれ考えてみてさ、ちょっと漠

然としているというか、難しいなって思

ったの。考えるポイントをまとめたの

で、これを参考にしながらちょっと班で

考えてみて。」 

【ジャムボード】 

 

展

開 

４．対話って

何だろう 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．対話をし

てみよう 

 

相手を尊重する事だと思う！ 

受け止めることかな！ 

相手の話を聞きつつ自分の考えも伝

えること！ 

自分ばかり話さないこと！ 

押し付けないこと！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私はこう思う！ 

それ対話じゃないよ！ 

あ、この言い方良いなあ 

相手の意見を聞いてから自分の意見

を言った方がいいんじゃないかな 

意見をしっかり聞いてもらえてよか

った 

 

「パソコン閉じます。」 

「対話ってこういうことなんじゃない

かなって考えたことを発表してくださ

い。」 

「ちなみに、教科書には対話ってこう言

うことだよって書いてあるよ」 

「って言ってもさ、これちょっと具体的

にどういうことなのって難しいよね」 

「と、いうことで、なお先生、さとる先

生、お願いします。」 

【キーワードが出るたびに貼る】 

「対話って言い負かすことでも、論破す

るわけでも、相手の意見を否定するわけ

でもないんだね。」 

 

「今出た、教科書の定義と、これらのポ

イントを五年二組の、私達の対話のルー

ルにしましょう。 

このルールをもとに、今から班で対話を

します。過去派と未来派に二人ずつに分

かれます。分かれたところから始めまし

ょう。」 

※机間指導を行い、伝え方や態度につい

て随時考えさせる。 
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終

末 

６．今日見つ

けた良い対話

を共有しよう 

過去に行ってみたい！ 

未来に行ってみたい！ 

班ではこう決まったけど、僕はこっ

ちに行きたい！ 

みんなの意見を聞いて考えが変わっ

た！ 

私の話を聞いてくれてうれしかっ

た！ 

 

 

「班ごと過去と未来どっちに行きたい

かまとめられたかな？」 

「実際に対話してみてさ、これに付けた

したほうがいいよってもの発見した人

いる？」 

「最後に振り返りをします。プリントの

振り返りのところに書いてね。」 

「いったん手を止めます。発表してくれ

る人～？」 

「それでは終わりにしましょう。」 
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【学習課題】対話とは何か、ルールや注意点について考え、実践してみよう。 

【本時の評価（評価する対象）】 

相手を尊重しながら自分の意見を伝えることができる。 




